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本⽇は、⽣成AIを開発プロセスに効果的に
取り⼊れる「A2P2」、AI Assisted 
Programming Processについてご紹介しま
す。A2P2は、丸投げ型のAI利⽤開発プロセ
スとは異なり、AIと⼈間が⾼度なインタラ
クションを⾏いながら、段階的にシステム
を構築していくスタイルです。今回の事例
では、「Windsurf」というAIアシスタント
を中⼼に、買い物リストを例題として、要
求定義から最終的な実装、マニュアル作成
までの⼀連のプロセスをご覧いただきます。
具体的なプロセスや課題解決の流れを通じ
て、A2P2の特徴と実践的なメリットを感じ
ていただければと思います。



A2P2 とは
• A2P2  （AI Assisted Programming Process・エーツーピー
ツー）とは、⽣成 AI を開発プロセスの中に組み込んで、
⼈間と⾼度なインタラクションを⾏いながら開発する
スタイルです
• A2P2はこのプレゼンのための造語です

• 世の中には AI に⾔葉を使ってほぼ「丸投げ」を⾏うス
タイルのツールもありますが、そうしたツールはきめ
細やかな意思決定や、編集作業、試⾏錯誤などを繰り
返したい場合には不向きです
• この事例報告では A2P2 ツールの⼀つである windsurf と
いう AI アシスタントを利⽤し、開発プロセスの中に組
み込まれた⽣成AIの⼀つの姿を⽰します
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Windsurf
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取説⽣成

利⽤

今回の例題は A2P2 の中⼼ツールとして、
Codeium の Windsurf を利⽤することにします。
別のチャット型 AI も補助的に利⽤します



例題：買い物リスト
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以下のプロンプトを ChatGPT に投⼊して、作りたいアプリ
ケーションの要求定義の叩き台を作成する



買い物リスト（要求定義）
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https://chatgpt.com/share/67cd3614-6f94-800b-9518-35f0579572e8
続きは →

あくまでもアプリ
の機能要求が中⼼
で、実装の詳細は
まだ出てこない

https://chatgpt.com/share/67cd3614-6f94-800b-9518-35f0579572e8


要求定義から
要件定義へ
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システム要件定義
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続きは →
https://github.com/ardbeg1958/ShoppingList01/blob/main/specification.md



機能要件はできたがUIが⼼配
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なので、UI がどのようなものになるの
かを、モック画⾯を作成して確認
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画⾯のデザインを確認したい



最終更新⽇時の表⽰をするように依頼
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修正結果
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システム要件仕様に反映
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コード改善
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しかし実⾏できない …
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http://localhost:5000/ にアクセスしてテストせよと⾔われるが、エ
ラーが起きる。何度 windsurf に修正させても上⼿く⾏かない … そこで 
perplexity.ai に聞いてみることにした。

http://localhost:5000/


ポートの競合と判明
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微調整とテストケースの提⽰
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最終画⾯

2025/6/12 © 2025 Sako Hiroshi, licensed under CC BY-NC 4.0. 19



ディレクトリ構造
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最初の requirements.md 
以外は windsurf が⽣成し
た

GitHub



マニュアルの⽣成
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プログラム解説書の⽣成
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プログラム解説書の⽣成
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途中で知識として与えた macOS での注意点が盛
り込まれている



A2P2 の特徴
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取説⽣成
利⽤

丸投げ型の AI 開発ツールとは違い、段階的に抽象度
を下げていくことで、ある程度の規模のシステムや、
実装⽅法の選択、保守などを⾏いやすくなる。これ
までのやり⽅とも馴染む

もちろんいきなり「こんな
プログラムを作れ」という
指⽰を出すことはできるが、
それでは⼤きなものは作れ
ず、保守もうまくできない
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取説⽣成
利⽤

今回のストーリーで⽣成された成果物

requirements.md

specification.md

Flaskコード

manual.md

Program_guide.md

specification.md などか
ら別途テストケースは
⽣成可能



A2P2 の特徴
• 単なるチャットアプリとの違い

• コードベースを理解してくれるので、セッションが中断
しても再開可能

• 同様に、既存の資産を読み込ませることができるので保
守作業にも利⽤できる可能性

• Bolt.new, Replit Agent などのノーコード系 AI ツー
ルとの違い
• ノーコード系ツールは便利だが、細かい調整が難しく保
守をしようとしても部分的に修正することは難しい（そ
もそもコードを⼈間が修正することをあまり考えていな
い）

• Windsurf, Cursor などの A2P2 ツールは⾃分のワークフ
ローの中に柔軟に組み込むことができる
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ツールチェーン考
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プレゼンで説明したツールチェーン
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取説⽣成

利⽤

Windsurf だけを利⽤して説明



最新ツールチェーン（案）
• 要求定義（ChatGPT / Claude /NotebookLM 等の

Chat UI）
• 対話でニーズや課題を深掘り
• 抜け漏れや⽭盾のない要件整理

• 要件定義・プロトタイプ（Windsurf /Cursor などの 
AI搭載エディタ）
• 要求を明確な仕様へ落とし込む
• 解説・背景付きで⾼品質な設計書⽣成

• 実装・保守（Codex/Jules/Claude Codeなどのエー
ジェント型開発環境）
• 仕様に基づき効率的にコード⽣成
• テスト・保守も⾃動化
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最新ツールチェーン（案）
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取説⽣成

利⽤

WindsurfChatGPT/Claude/NBLM

Codex/Jules/Claude Code

GitHub
Obsidian


